
1月1B税義:
IJ 89，325人(+7，0自1)

!j'， 44，511人
女 44，814人

設繁華主 25，510戸(十2，402)
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綾
港
庁
警
申
変
則
磁
調
路
、
+
市
役
叶
都
市

で
は
お
ず
お
%
、
説
話
・
〈
ず
山
川
代
理
を
燃
や
す
挙
が
あ
り
、
中
め
が
あ
る
が
・

2泳
と

し

て

は

必

に

変

更

が

行

わ

れ

る

霊

草

譲

q
e
本
な
ど
の
日
凶
地
ぬ
が
よ
う
や
く
8

心

紛

然

的

金

約

機

的

に

的

成

し

て

は

し

賂

が

終

く

て

依

然

い

と

い

う

点

が

般

も

今

図

的

主

た

る

変

更

は

・

区

極

的

E
翠
〔
公
聴
時
金
〕

制
制
緩
絞
め
矯
税
務
を
一
部
す
ほ
か
は
、

5

い

と

い

う

意

見

が

多

つ

多

い

e

融

開

成

と

し

て

は

、

品

ぞ

ろ

え

、

予

定

区

域

と

し

て

青

山

地

日

を

宅

地

造

曹

湾

時

刻
以
K
が
流
践
し
て
い
ま
す
也
市
内
で
出
馬
、
え
る
よ
う
に
し
て
は

L
い
綴
絵
、
労
i
ピ

ス

な

ど

に

多

数

向

者

が

成

完

了

広

域

と

し

て

、

久

品

主

家

地

区

、

総

品

開

問

叫

年

2
月
部
詰
(
同
月
間
地
毘
}
午

i
l
i
l
i
-
-
-叶
l
叶
l
叶

1
1
ぺl
川
l
叶
l
叶
1
汁ぺ
i
q
i寸
寸
パ
不
品
開
を
感
じ
て
お
り
、
都
市
改
話
事
装
い
う
考
え
の
者
が
多
い
(
剖
%
)
。
商
問
新
木
地
区
、
布
佐
地
ぱ
協
を
市
街
化
区
液
体
問
1
待
部
分
か
ら
午
後
4
時
却
分

均

4

M

W

N

治
山
筋
泊

ω
寸

“

d

川

6

吋

認

に

よ

る

道

路

の

拡

穏

と

問

問

時

に

、

商

出

向

柚

街

の

現

況

に

つ

い

て

の

認

識

度

が

官

同

に

編

入

し

ま

す

令

市

緑

柑

問

れ

の

守

山

一

一

一

号

経

営

内

近

代

化

を

は

か

号

、

都

市

化

傾

い

地

一

花

向

者

同

意

見

で

あ

る

だ

け

に

、

災

対

知

子

十

用

術

開

ぷ

会

鍛

大

会

後

窺

…

(

品

料

ヲ

出

向

押

す

す

ん

で

い

る

注

目

目

的

要

求

に

趨

商

ぼ

街

は

、

近

代

化

事

業

に

よ

っ

て

符

今

凶

的

都

市

計

倒

的

変

緩

に

聞

附

し

て

懇

γ
市
邸
付
ー
の
お
の
幻
)
掛
〈
m
M
J
3

-m
悼

ん

い

叩

暗

躍

に

答

え

る

よ

う

・

光

好

な

対

応

策

を

を

L
ょ
う
と
し
て
い
る
か
を
明
議
に
L
・
古
市
一
級
品
区
一
絞
め
開
閉
鎖
、
と
し
て
宅
不
便
不
み
な
さ
ん
の
ご
滋
解
を
い
た
だ
〈
と
と

1
3
1

全

i
t
h
一

行

学

る

蓄

が

あ

る

と

雲

号

。

醐

一

耳

ヨ

ン

セ

ン

サ

ス

を

す

、

警

警

警

三

義

務

を

害

警

告

も

に

威

内

陸

に

あ

た

っ

て

、

み

門

皇

室

長

室

一

ま

お

ぐ

憲

主

張

で

あ

ろ

う

a

絡
会
。
喜
怒
れ
た
義
的
総
件
数
な
き
ん
の
号
官
級
怒
せ
る
た
め
除
と
茎
警
機
言
葉
妥
協
臓

山

W
3子
殺

孫

子

絞

葉

町

議

義

男

地

区

内

務

と

は

、

1

3

7
さ
1
人

平

均

同

体

〉

市

三

次

的

審

マ

義

的

襲

名

8
0
0
学
誌
の
議
総
に
葉
，
氏

出

掛

一

綴

ロ

梯

地

区

の

あ

り

方

し

て

ど

ん

な

イ

メ

ー

ジ

を

附

け

っ

か

を

何

時

で

し

た

。

臨

時

ム

割

合

行

い

求

十

。

名

・

年

総

・

絞

殺

ゐ

込

町

議

し

て

後

山

叫

し

一

ね

配

給

雨

水

で

は

・

1
M

恨
め
よ
う
な
綴
滋
多
数
約
殺
が
品
快
晴
捕
し
て
加
盟
ん
で
い
る
〈
然
体
般
的
総
総
叫
て
下
冬
い
e

津
安
狗
語
句
一
H

議
長
潟
邸
機
堅
手
め
て
い
術
い
て
然
惑
い
的
イ
〆
i
vを
総

選

と

し

て

持

、

謀

議

室

授

V
豪

的

事

V
皇

護

制

W
E
E
ね

る

都

議

審

議

に

つ

い

て

は

、

発

事

忠

d

な

か

っ

た

。

警

禁

裏

雲

義

6

筆

致

(

警

護

惑

違

法

霊

堂

語

化

震

露

喜

望

E
長

野

か

ら

苦

言

務
局
長
n
u
H

議

案

っ

て

い

点

。

議

イ

メ

ー

ジ

を

も

つ

で

き

〈

、

空

整

富

山

竺

警

護

会

に

事

る

都

市

計

爾

的

変

更

だ

し

霊

草

芸

品

普

効

)

入
人
5
5話
機

口

内

総

務

拠

開

会

中

心

に

し

た

市

街

火

多

数

〈

時

前

グ

は

、

災

漁

り

ι副
閉
会
i
ツ
セ
ン
タ
i
(伐
を
な
ど
に

V
綴
猿
期
間

V
申
し
出
機
溺

鰍

駒

帥

地

波

代

化

機

裁

に

つ

い

て

も

側

関

心

者

腐

と

公

共

襲

、

狩

後

に

除

名

と

蓄

な

っ

て

い

ま

す

。

昭

和

章

1
月
日
間
日
か
ら
1
月
抗
日
我
孫
子
市
役
訴
都
市
計
霊
(
霊

的

;

く

ぎ

が

な

2

2

3

%

行

広

場

L

と

い

っ

た

2

2

Z

E

7

し

も

嘉

吉

宗

午

前

8
諸
分
か
句
午
後
5
時
(
た
だ
子
市
我
孫
子
1

8

5

8

)

2

1

け
で
あ
る
ぷ
空
襲
に
つ
い
て
は
接
的
イ
メ

i
Z持
っ
て
お
り
、
ニ
内
五
て
も
ら
、
主
義
か
ら
の
総
し

τ

毒
目
的
午
後
と
日
曜
、
祝
日
は

1
5
1

市
役
李
主

判
現
状
は
拘
此
〈
な
い
か
ら
時
間
拙
縦
約
に
す
す
め
方
向
で
盤
織
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ

A
U講

演

、

新

出

住

民

が

滋

お

を

は

か

る

除

き

ま

す

。

)

甲

公

述

人

資

後

伐
採
争
符

ω

開

問

め

て

は

し

い

と

い

う

殺

が

遜

半

数

時

曲

る

。

た

だ

し

「

駅

前

広

場

と

道

路

だ

け

た

め

の

公

民

竿

公

会

堂

・

密

警

綾

な

亨

緩

駕

場

涜

我

孫

平

敢

に

住

む

住

民

鍵

空

一

占

め

て

い

る

g

し
か
し
地
一
百
円
我
毒
す
れ
ば
他

今サグフル

布

市

内

に

婆

翠

す

る

各

獲

施

設

?5統計でみる

口議 議

i1LN匂
語種 商

吉宮 Pj次 G竺立ム尋

問空き員長念会2z
高毒主筆ま品約意 i謬

1i535;:i ; 
33273ミjaji 

議去閤

1 /j 3日、 へ主主党内発有名主で必きれました。

口光之先生培、明治初年‘主見伝的八千代，fjlこ

千葉F事事立を卒業後、f2rJ!j;1ifm::お{壊滅?詰t均等ノj、

かわき')に、昭和44年型J-ff!j行説中央小や校校

するまで40'r.1剤、数1守界を少まれました e

47年、技孫子iti紋育長に就任され、 11¥'年9r1 

退任されました G

14目、湖-lt，)、学校において、教?守波長司会絡が、

かに執り行なわれました。多数的々が参事1)

人を迭しんでいました句

?高を、包摂りいたし

日光之先生

296 



(3) 

合軟季大会φ
Aウラス・ 7ラッヲパ『ド
8ヲラス§布佐ジャイアンツ

に栄思!!

問
問
円
か
」
り
行
な
わ
れ
た
少
都
脱
却
球
大

会
秩
準
大
会
は
、

A
-
B
ク
ラ
ス
詰
チ

;
ム
が
事
加
入
品
問
川
崎
が
く
り
広
げ
り

抗
議
し
た
。

A
ク
ラ
ス
で
は
、
プ
ラ
y

ク
パ

i
h
p
u
v変
章
夫
会
に
口
き
つ
づ
怒
、

日
ク
ラ
ス
で
は
布
彼
ジ
ャ

f
ア
ン
ツ
が

そ
れ
ぞ
札
既
臨
時
し
ま
し
立
。

③
A
ク
ラ
ス

3
骨僚級

①
最
優
秀
選
苧
翁

黒
木
尚
翠

日i躍。捧司
電

(85) 
で
的
年
来
・
年
仏
悼
の
休
明
刊
に
は
、
休
凶
尚
治
M
m
子
機
役
所
テ
レ
ホ
ン
サ
j
u
c
ス

毒
径
の
テ
レ
ホ
ン
サ

i

r

z行
い

手

。

i
iで
始
ま
る
テ
レ
ぶ
ン
サ

ま
し
た
が
、
こ
町
内
b
m
H
間関に

1
9
1件

1
ピ
ス
も
約
1
年
必
く
な
う
‘
ま
す

の
電
話
が
か
か
ヮ
、

1
詩
都
品
判
的
ω
・
3

ま
す
充
実
を
は
か
つ
て
い
か
な
け
れ

件
を
示
し
‘
日
酬
明
然
絞
め
密
議
後
へ
ば
会
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

内
務
心
皮
が
陶
い
こ
と
を
訴
し
て
い
ま
い
ち
は
や
く
情
絡
を
キ
ヤ
ソ
チ
す

す

。

る

た

め

じ

も

、

テ

レ

ホ

ン

サ

ビ

ス

附府首
T
4向
付
か
ら
始
や
り
れ
た
テ
レ
ホ
令
向
判
削
憎
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ン
ザ
i
ピ
ヌ
は
、
毎
詩
的
市
役
所
内
行
時
〈
部
)
1
3
1
3
(
1
日
中
テ

務

k
a総
、
然
自
の
4
3
4
常
陸
と
い
う

2

i
ブ
は
隠
較
し
て
い
ま
す
。
}

制
州
蜘
知
数
判
同
山
間
(
全
体
的

6
・
8
%
)、
小
出
帆
〈
ο
0

・
8
心
得
)
脱
出
菜
;
果
実
小
売
業

究明併
7
8
0印刷(同川町は，

4
%
)
‘
欽
殺
と
そ
の
一
協
約
飲
食
料
品
小
ぃ
党
議
が
間
同
数

W
2
3
3密
(
陪

n
，
9
W必
)
で
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
関
山

(
7
・
8
W
A
)
的
綴

こ
れ
が
あ
削
凶
(
昭
和
山
四
年
)
と
お
べ
で
す
。

る
と
、
卸
売
業
U
5
%
{
8
m判
〉
楠
叫
ま
た
、
飲
食
府
で
は
、
中
然
科
終
夜

会
売
業
H
W
8空
間

野

崎

霊

そ

の

飽

宗

茂

諮

問

が

掛

川

崎

両

・

波
紋
・

0
%
ぷ
抑
制
〉
捕
と
い

3
坤
び

3
%
)
と
ト
γ
ア
令
為
的
、
次
い
で

をh

示

し

て

い

ま

す

"

す

釜

山

日

m
Q
-ゑ
岬
)
、
そ
ば
・

剣
先
殺
'
小
先
端
常
食
飲
食
市
山
を
そ
れ
う
ど
ん
印
刷
叫
M
m
問
、
H
H

・
8
%
)
等
が

や
れ
液
検
判
明
に
み
る
と
、
ま
ず
相
即
売
業
て
い
ま
す
c

@

打

繋

濃

部

品

胤

中

崎

勝

次

〈

布

仲

間

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

)

保
添
削
潟
ヲ
ラ
ヅ
ク
ア
ド
)
③
打
感
誠
学
賞

め

敢

闘

燃

や

仲

間

務

線

機

綴

〈

布

依

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

)

小
肉
榊
刊
明
〈
ア
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ニ
ァ
ク
ス
)
必
然
関
燃
が
食

m
w
B
Fラ
ス

3
質問
W

開
中
幾
夫
(
レ
ソ
ド
ス
タ
l
ズ
)

令
絞
俊
秀
明
瑞
手
金

「

た

こ

あ

げ

」

に

業

J
山
憎
い
い
事
搬

た

え

げ

号

、

あ

ち

こ

九

で

ご

理

雌

れ

ま

す

の

的

鶴

品

目

滋

重

(

警

)

毒

薬

(

コ

ン

納

屋

町

劃

ク
リ
l
a
p
絵
・
本
金
)
的
近
く
で
は
綴

M
t
U
M「

3

ば
な
い
よ
う
注
宇
い
で
く
ま
い

G

吋

肘

川

町

月

電
気
何
事
故
玄
七
人
命
H

に
か
か

W

割
H

川
口

わ
る
場
合
が
多
〈
発
激
し
て
い
ま
す
。
時

1
1
単

こ

の

読

を

薬

品

手

る

た

め

一

時

町

次
的
主
ワ
な
総
険
引
な
滋
が
は
や
め
ま
し
晴

h
w
p

ょ

う

@

舶

を

，

主

的

そ

が

喜

な

遊

び

脅

し

い

を

賢

官

、

中

津

土

地

区

剣

道

議

室

、

て
い
た
ら
注
者
し
ま
し
ょ
う
a

言

葉

室

霊

祭

主

わ

れ

ま

し

究

器

、

幸

被

@
滋
滋
絡
や
、
記
濯
絞
め
没
〈
で

J'w

向

た

。

学

市

一

測

な

ど

約

凶

・

司
い
あ
げ
L

「
撲
都
議
行
機
い
吋
波
紋
げ
L

叫
こ
の
事
業
は
‘
刊
相
模
繋
焚
終
日
脱
出

8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

註
び
を
し
な
い
。
由
丹
を
か
け
て
、
明
幼
時
年
般
家
九
変
成
必
要
に
応
と
て
整
地

@
電
柱
や
欽
熔
に
め
は
ら
な
い
。
出
を
間
口
擦
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
、
都
市
計
崩
刷
出
何
時

。

ぞ

い

や

童

数

謀

議

苧

電

線

由

徐

行

設

は

、

議

告

書

北

等

め

ま

主

義

に
ひ
っ
か
か
っ
て
も
は
分
で
、
絶
対
に

W

閥
抗
奈
々
に
附
議
し
、
代
孫
子
市
大
学
霊
を
務
部
す
る
と

取

ら

な

い

@

一

喜

一

主

義

、

言

皇

、

宇

一

と

る

べ

語

、

滋

。
紛
れ
た
~
後
縁
に
は
き
わ
ら
な
い
。
蜘

i
i
i
l
i
i
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
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主

役

と

思

っ

た

ら

ま

重

苦

ニ

ー

で

す

。

あ

り

ま

大

王

、

車

は

童

数

へ

議

し

て

下

き

い

。

日

護

審

露

鞠

畿

〈

つ

の

ま

夜

、

足

時

長

さ

一

サ

イ

ズ

)

と

議

後

の

あ

る

ま

室

主

従
京
定
力
拍
山
γ宮
崎
地
所
惜

9
4
7
一
一
週
識
調
控
脚
色
亀
唖
曙
a
F

と
甲
(
ウ
イ
ズ
)
で
車
問
わ
事
れ
て
ま
す
。
〈
事
行
中
に
か
〈
汗
は
z
w
誌
で
片
段

1
(剖
)
3
3
1
1

管

室

2

2

需
辺
響
襲

7
ズ
は

0
・
5
叩

望

ウ

イ

ズ

-

詰

に

す

・

3)

誼

2
7
6
a
)
2
3
2
1

同

問

機

墜

雫

芸

E
、

E
E、

E院
内

野

音

量

変

革

ぐ

っ

4

+
寺

eae・4
守

争

令

申

+

向

i
t
a鳴
く
を
勺
て
い
ま
ナ
払
ヒ
ー
ん
の
ゆ
閉
さ
は
、
甲
M

付
料
と
し
て
合
成
絞
殺
が
使
わ

V
小
帯
T
州帆の雌糊〈

1
知

〉

出

包

爆

ぶ

か

ら

は

‘

3
4
5
師
ま
で
が
よ
れ
て
い
て
、
緩
く
、
総
本
笹
口
高
み

捕
く
つ
掠
午
後
に
脚
早
つ

削
間
約
州
月
余

3
分
MM砂
時

い

で

し

ょ

う

礎

的

康

総

Mmも
ぬ
れ
、
手
入
れ
も
簡
単

V
中
学
校
時
鶴
男
子

(
3
同
)

W

脚
闘
い
方
・
・
・
闘
用
途
、
緩
く
λ
の
紋
紛
〈
つ
内
線
命
は
、
は
沼
表
盗
め
附
阿
久
で
す
が
、
漁
絞
殺
が
や
や
惑
い
、
同
判

長

客

様

翼

団

分

立

…

附

師

、

耐

久

性

も

考

え

て

警

官

リ

ま

す

。

童

Z
J
3
4
介
い
も
最
も
革
そ
っ
く
り
で
、
革

一
一
地
月
マ
ラ
ソ
ン
ち
今
年
で
3
隠
滅
笈
断
続
の
部
(
男
子
6
知
・
女
子
3
M…
断
。
足
は
、
午
前
6
時
慌
が
経
小
ぞ
午
議
化
ピ
一
一
}
ル
樹
脂
3
1
4ヵ
月
、
ブ
と
ぽ
泌
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
り
ま

を

迎

え

ま

し

た

の

男

子

理

立

器

官

3
時
君
、

2
2
2手
議

5
1
6ヵ
丹
、
ウ
レ
タ
ン
題
6

す
a

重

用

品

量

表

治

安

え

滋
北
台
脅

3
1ス

L

と
し
て
、
抑
制
人
女
子
中
村
消
予
防
分
悦
秒
間
後
に
翼
、
my
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ヵ
汚
以
土
念
同
市
訟
で
寸
。
て
右
足
全
力
に
、
表
一
端
が
あ
り
ま
す
“

が
参
加
し
、
午
前
同
時
に
恕
風
の
中
甲
一
絞
め
慾
〈
努
子
6
M
・
女
子
q

討
。
〈
つ
は
、
議
℃
総
〈
と
い
う
よ
り
も

J
1
5じ
よ
っ
て
繍
に
強
い
こ
と
が
認
ヒ
i
u
N
再
議
告
は
8
1
5
酬
が
よ
い

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

i
ス
に
治
気
よ
努
子
中
間
制
緩
げ
分
柑
秒
一
一
体
で
緩
く
糸
線
で
滋
び
ま
ナ
。
両
足
め
ら
円
れ
て
い
札
ば
ぷ
削
油
性
」
し
ζ

表
示
付
掛
問
、
ヂ
ザ

f
ン
、
ヒ
ー
ル
的
高

く
ス
タ
ー
ト
ー
で
行
谷
ま
し
た
。
な
子
企
本
鈴
子
汲
分
間
秒
肋
と
も
出
峨
い
て
、
交
り
匂
を
叩

m以
上

が

つ

け

ら

れ

家

す

。

き

な

ど

同

協

綴

も

多

e¥
同
口
川
町
に
応
と

こ
的
多
望
者
の
中
に
辻
、
符
縫
の
ザ
柑
線
以
上

3
怖
の
惑
的
瀞
い
て
み
て
、
山
勾
剤
品
川
町
に
庄
浪
内
あ
の
ヂ
ザ
イ
ン
や
叩
背
中
に

Rnを
奪
れ
や
す
で
滋
刊
日
分
け
る
必
要
が
あ
ワ
ま
す
。

閥
抗
附
常
的
方
も
参
扱
き
れ
ま
し
た
α

木
村
本
闘
口
H
A
万
部
品
作
る
く
つ
は
、
さ
け
ま
す
。
間
口
を
燃
と
い
的
C
す
が
、
事
材
料
に
も
ん
出
品
を
同
協
り
悶
徴
的
外
出
、
通
勤
、
旅
行
に
は

各
部
で
の
1
伎
の
方
々
は
、
次
的

W
判
線
以
上
6
闘
の
欝
て
刊
秒
位
立
っ
て
み
て
ぐ
ら
つ
か
た
い
も
の
で
す
。
裂
が
あ
ま
り
に
帥
掛
か
つ
ま
先
的
太
め
の
も
の
が
趨
畿
で
す
e

と
お
り
で
す
α

(

敬
称
略
)
今
井
岩
夫
別
分
的
秒
な
け
れ
ば
重
心
内
定
っ
た
よ
い
〈
つ
な
染
色
の
も
の
は
、
色
落
ふ
り
め
心
燃
が

i
l
h
寸
l
l
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i
i

i
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o
f
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h
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し
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ツ
ザ
ミ
〈
ス
ズ
メ
日
・
ヒ
タ
キ

科
・
ツ
グ
ミ
亜
科

J

冬
潟
と
し
て
秋
丹
切
月
輔
、
シ
ベ
リ

ア
大
拙
明
か
ら
日
本
海
を
後
続
2

い
て
減
点
Tn

t
、
審
は
4
R
月
下
勾
か
ら
号
沿
上
納
吋
断

流
会
す
る
。

ム
ク
ド
リ
〈
ら
い
的
火
急
容
弔
開
討
の

上
の
浅
い
開
明
線
、
州
附
や
伐
に
醐
鮒
パ
ド
幕
。
一
、

開
略
的
茶
色
炉
設
内
ル
つ
。

時
物
織
や
泌
総
柏
崎
山
内
向
緑
地
な
ど
で
、

鈴
縫
い
み
ら
れ
「
タ
f
ク，

J
しとか、

ぷ
込
ツ
タ
エ
ッ
い
と
鳴
い
て
飛
ぶ
裂

は
帯
い
て
い
て
も
気
が
勺
く
。

〈
副
町
議
会
守
ぷ
命
令
〉

盤墾田

去る

主主f[j

生まれ

f芋f交を

を五f

a~ill 

30 ElIご

1月

しめや

きれ告を
ャ e冥

1
9
7
8年
内
縁
か
七
い
部
会
綴
え
ま
す
。

心
か
ら
'
存
在
冬
ま
が
た
内
ご
機
織
と
ご

V
総
裁
小
比
例
月
3
ヶ
日
向
山
料
品
胤
べ
る
も

多
幸
を
お
採
り
出
申
し
あ
げ
ま
す
回
の
で
、
こ
れ
法
事
〈
的
繁
で
行
わ
れ
て

九
7
拘
出
は
‘
新
都
心
ふ
さ
わ
し
く
正
月
い
る
行
事
的
役
と
つ
む
す
e

同
年
中
川
り
お
と
し
て
古
代
々
受
け
継
が
も
と
は
淑
会
的
ニ
と
で
、
新
し
い
年

れ
て
い
る
繍
浴
的
い
く
つ
か
を
こ
紹
介
内
沖
合
紛
え
る
に
あ
た
っ
て
、
体
耐
え
た

し

て

み

ま

す

。

も

併

合

煮

て

食

べ

る

こ

と

を

ゑ

昧

し

て

こ
う
し
た
伝
統
あ
る
務
行
携
も
、
波
い
ま
令
。
雑
煮
は
地
方
じ
よ
り
か
令
り

代
に
お
け
る
急
激
な
る
都
市
化
、
淡
代
時
間
っ
て
お
り
、
二
円
近
辺
で
は
…
険
心

化
の
第
四
習
を
受
け
て
、
簡
略
に
な
っ
た
波
紋
を
や
き
小
松
菜
な
ど
的
野
然
を
し

η
姿
を
演
し
と
り
し
て
い
る
会
か
で
、
よ
-
7
油
的
余
ど
し
で
殺
で
食
べ
る
方
法

い
ま
灯
、
総
仲
間
と
ヤ
り
日
以
え
ら
れ
て
い
る
が
多
い
よ
う
?
?
硲

問
問
山
市
灘
協
も
か
な
り
時
四
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
れ
を
作
る
人
が
そ
の
家

V
門
総
・
銃
汚
終
的
問
丹
中
心
と
主
る
も
的
主
人
と
い
う
と
ご
ろ
も
怠
っ
て
そ
の

め
で
、
い
つ
附
明
か
ら
行
う
よ
う
に
な
っ
ぷ
隙
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
絵
近
で
は

な
か
そ
調
べ
て
み
ま
す
と
、
平
決
時
代
ニ
う
し
た
紙
駕
む
徐
々
に
会
〈
な
っ
て

車
線
内
溺
家
で
あ
る
土
佐
帯
夜
〈
没
後
い
〈
綴
向
に
あ
り
ま
す
巴

苓
示
品
持
)
円
一
闘
い
と
吋
年
中
行
務
総
務
L

V

F
幾
が
申
文
べ
物
の
紛
が
州
開
い
て

に
現
紅
、
ま
た
当
時
的
飲
な
ど
に
も
詠
恐
織
で
す
が
、
官
ん
だ
?
院
に
印
楽
な
ど

ま
れ
て
い
る
ニ
と
か
ら
、
総
久
・
承
保
を
入
れ
た
録
後
者
食
べ
る
行
楽
が
あ
り

(
1
0
7
0年
代
)
酬
明
町
民
間
習
俗
で
ま
す
。
ニ
れ
は
内

あ
勺
た
も
め
が
総
わ
叩
た
ち
の
と
い
え
内
で
、
ぷ
糊
篠
災
い

ま
す
。
以
後
、
い
く
た
め
変
滋
絹
穏
を
・
黍
業
・
絵
手
‘
来
的

7
品

た
ど
り
会
が
ら
今
沼
め
よ
、
つ
な
彩
に
な
を
材
料
に

L
た
と
あ
り
ま
す
。
後
に
こ

り
、
そ
め
年
内
務
め
に
家
め
問
U

戸
に
時
れ
が
小
殺
が
ゆ
と
な
り
、
新
た
に

7
抽出

っ
て
一
点
門
的
紳
を
事
ぺ

2
透
級
車
中
山
常
(
符
誌
な
ず
会
・
御
形
・
は
ニ
ベ
ら
'

L
、
尚
紙
袋
や
家
速
に
幸
多
か
れ
と
減
る
仏
約
機
・
す
ず
な
・
す
ず
し
ろ
)
的
議

終
的
仰
の
木
L

と
L
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
が
命
が
ヲ
自
に
移
っ
た
わ
け
で
や
u

り
ま

L
た。

7
踊
閣
が
申
を
交
す
札
ば
邪
気
合
以
い

し
か
し
、
後
設
で
は
緑
化
機
滋
の
同
問
万
内
市
を
臨
怖
く
と
い
か
れ
‘
閥
市
消
は
諸
説

点
か
ら
印
泌
物
で
代
紙
ぎ
れ
て
い
ま
す
が
あ
っ
て
出
ぬ
か
で
な
い
が
、
一
級
に
中

町
市
内
で
も
ま
だ
本
来
的
問
川
訟
を
鶴
間
凶
前
代
町
一
慨
然
が
日
以
来
し
手
…
安
懇
話
冨
怒

っ
て
い
る
繁
も
黙
る
ニ
L
ζ

が
で
き
ま
す

6

同
行
事
と
捌
附
会
し
た
も
の
・
と
懲
定
さ
れ

率
繰
り
通
簡
)
例
年
、
新
潟
・
ま
す
。
撃
で
は
、

7
草
と
い
っ
て
も

テ
レ
ビ
会
と
で
荘
地
円
相
開
設
滋
綬
が
細
部

2
・
8
憾
の
莱
を
用
い
て
い
る
の
が
経

淡
冬
れ
E
，
そ
の
人
口
も
年
々
域
点
て
滋
で
す

a

い
ま
す
が
、
市
内
に
お
い
て
も
滅
ぼ
に
こ
の
ほ
か
互
n
月
行
事
は
多
く
あ
っ
て

よ
っ
て
近
〈
内
神
設
に
い
初
お
り
す
る
と
銀
銭
が
な
い
が
、
疋
均
約
千
ど
も
的
淡

い
う
感
謝
闘
が
ふ
り
ま
ナ
。
び
に
し
て
も
育
設
と
今
で
辻
火
尋
主
資

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
ち
器
秀
法
廷
で
化
を
笠
し
て
い
ま
す
が
令
こ
う
し
た
伝

は
将
門
神
社
と
総
資
さ
ま
‘
鈴
木
地
区
統
あ
る
叫
川
市
併
は
い
つ
ま
で
も
生
活
め
な

で
は
綾
取
怜
校
と
叉
仙
刊
さ
ま
と
い
っ
た
か
に
と
り
入
れ
て
守
リ
続
け
て
い
〈
こ

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
的
地
域
内
に
あ
る
と
が
必
獲
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

衿
弘
誌
に
、
お
供
え
と
お
さ
ん
ど
ラ
〈
米

的
意
〉
、
お
安
銭
を
も
っ
て
お
場
。
し

(
市
史
酬
明
ち
ん
慾
〉
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えばま議入品等)のものがある a

綴ります

*応援s点セット *き暴行総

*ガスレンジ *パネルヒ一歩

く商ヱ E翠〉

スト -7 本2f.童ベッド *サ

イドボード 象子供淘臨事玉率

殺って下容い

一 *ランドセ!~ 本自潟チレ *1事人用寝毒密議 *ベビーバギー

i嬉の定例生;語教室

H葉県給戸z害予君主長約七ンタ

で辻、消費者内縁冬んに消伐主主

活iこ隠する知議設を身につ汁てい

ただ〈ためf主滋教裁を際1(寵 Lま

おき託終にお申し込み下さい。

惨日草壁 1丹23日(丹} 午前

10時-12時

b機 孫 子議l県松戸城宮空会Ei舌セ

ンタ…{議葛飾合間僚会6P皆)

bテーマ rこ札か勾肉食生滋j

b申 込 ハがさそか室長訴で1土附 z

氏名を必知らせ下さも、。

ピ(14インチ) 本盗事 (90X 本ベどーベッド 葉i県松戸消費主主治ヒ

6Ocm) *怒昔話ストーブ *ガ 連絡先吋25:82-11511有線233

われる総織ですe

静入学資椅湾総数!t'(F革命:殺をし

ようとする人で、戦議案露'1終に高t;主

られ、心身とも鵠時をな方。努なと

も年露骨世間いません(事務将，洋

裁科・浄剤荘科は女性丹み)

傍観l線普喜章者丹 4 ・6・9・11・

2丹(応募は算書始月内 1ヵ湾総)

静応募挙絞公共絞殺安定所か各

技術専門学校

1>授重量料然科 以上向統芸睦グノレーヅグ〉金弱組織Y

t>露霊F害保険・lilIl綴手幾 受給資総 BC 加入Lてま議泌会やリ

内ある11で公共職議官接ま老婦の鍛治 務長葬議事も受けられますのぞ、これ

を受けた方辻、滋線終了雲寺まで尊重 らのお役認をしています。

清書記:後嗣IJI"1ニより給付が3をけられ

ます。受給炎織のな竹芳は訓練!明

燃や訓練予幾が支給おれます。

静喜奇い合性 技f努移行学校‘公共

職業後宮在真正・県産韓基量談線終・"'商

工話事 (筒:ヱ課)

E選挙容室長では粉体ゃ施設をに2すする

本的貸出 Lを詰十留してHりますの

寸ご相談下さい。

子選鞍!県立図喜善幸まとi童携して市史

的誘縫グループに'"してテ久~;Zト

的紹介やF喜一本町101貯以後てるの紫

おしをしています。文、会露 5人

月
後
期 l

高i

子供コ主義撃や読書余金際い tいる

方 はJ燦絡下きも'0長付は季語j謹うえ

田本こ (閃護主窪 25:82-3811 ) 

i 指錦繍いの l z詰主ち を ! 
ー〕

自召干¥153年療に絞る草子市アタ発注す

るぶ敬、資付設び物品療のま葺入i二

入札参t'llをする方は‘次のとおっ

華道争入札務課資総中古車望書を緩おし

て下ざい。なお、中請書来事革綴者t

は守詩名的対象{こ含まれませんので

て予い。

争受付獄事華 ffll孝弘協和2月1詩か

ら28母まで

砂受付議高時 "'役所総務総財政諜

霊安対係(捺上水道関係i季、本i義務

3義務課渋務係へ議I.IJ)

惨申若毒事警綴式 市t設定線式

判調主主申言書望書感絞 昭和53'手1fl 

皇室宗治(1世税は、土地家屋のほか

事業}詩的俄却資燃として機的及び

委主護費、構築然、家樹及が簿操呉、

絡事tされることになっていまれ

申管官接持法定段IllJ皆様詰 1月31

B まででーすが、ヰ器務処型義的事事会で

1 [j20呂(金)までに申告苦してド

替るようお車買いいたします会

駅伝大会!こ液型さいたします。

t>関い会会主 浅井然(i窃えと合 8

4-8 宮 88-8610)

(我孫子径と産量投協会)

口今月の泌強徴収合沼

@臼跨 1丹 31日 Ucl
9 : 3昔 16 :号車

3金持"つつ時休館日 計三i @翼暴露再 興隊等・語道工会IliI

/Jー 謀議総合支所

納税i立英語限内lこf

(4) 

日目初53"1'-1空4、学寸-ft.入学予定者機 1>努事関 各学校とも午後 H寺か勾

次めような場合、書室長答申告を?

札 lf税金が怒ってきます。

をお、 i盟付金は総書'Jとして申告

書的受付類以おi.sぃ、たします。

ただし、惑を号舎の記審議F司容等に

不穏な点がありますと相当選れる

こともゑります的寸申告書記総司

際は光分ご注意〈ださいe

級住宅を新築したり r新築時喜義

手強住宅やすンションJ を購入し

場合(t品名耳切号捻除)

。お際者さんにかかった撃を潟が

itい縫合

。災害などを損害寄金受けた場合

主主退執念的支払いを受ける語表

ri員数後?専の受給に隠する申僚警J

を綴I.IJしなかっとた品、 20%め税

務でj理泉徴収きれた方など

また、{主泡取得総f宗主車内出5長約

践を次めとおり行ないますの"、

もより師会主誌をど利用下さいe

軍事滋張相談

十自そこ'う 1月21自主 1月30日

il<戸伊勢好 2月13日1:2丹14

8 

語幹線は松戸総務署までね烈い合

わせ下 dい25:0473(槌)1171 

留選手U52年中に家殺(専用住fちと

(1十周談議て'総伎町普草分が4分的 1

以上'"務会曽事長4きれた方誌、ニヒj塩

の務総が住宅務総と認定寄れ軽減

(殺害害委員会)

(総長建設び継統)的指定車線を受付

けます。なお宅新旋門綴主主につい

て辻、 2ないし 31高を予定してれ

ます。

1> !li:lせ綴縄 問干百53年 1fl20日か

ら2月15臼{怒〈定申総隊総は 1月

17百から否定{寸Lます}

出詳繍品、水道昔革委鞍務譲庶務f，j民へ

3惨事事重器製持悶 2 Jl28日まで

炉内務 0家管H専をつけはじめた

動機や苦心重量 口家計簿をつける

獲がや君主銭円方々的協力綴機 Q 

家計議ぞ発見したムリやムダ古

家計簿によって予算主主践を Lた総

‘浪費内務に生じた法化 。警察

官十簿をもとい Lたこれからの虫色活

設言j- 0グループによる家計簿記

絞め主主強より をど家計事落選主綴に

関するものなら自密です争

言砂原稿 特色字詰係者寄F諸事正5枚

多量室付先 千葉察隊著書推i最後災会

子議官転市場町1… 1&語語審B流通対

策審幕内 宮 0472-23…22部

l>告書い合健 I姦工言車 内線233

く戸スキ一線〉
誇ffモスキャ教室、 A>証(1月27

日-30B)、百班 (2丹17自-20

~れますので、 1 月米関までに申 呂)ともまだ余泌がありますe

後 Lて下冬も弘 務総を希主草書れる1Jは、ご連絡

ドきい。

1>場所 講義主?塁泉スキー場

静霊堂賂 150001'l 

静申込書主 教符告書賃金替玉誉教育課:

官 (82)1151内線294

重量約号釘Aお詫び 約号丹手主要j呂;

砂諸問 1月2213(民)雨天中止 撮持者は、加藤総務沃(滋~t台に

惨集合 4官級子駅発午約7持42分 後む15歳円少年)の誤りでした。

足立問護主導互のi&飢に乗車。

ゴミ焼却炉が

泣いてい設す.ゲ

余念コ'ミの中iこ

カン'プラスチソク鎖

的不t需物を入れないでケ

霊堂書8-0864 

{クリーンセンタ…)

おぬがして訂正Eいたします。

テレホンサービス
電話をかける ζ 止によ号、

市内主義務等がわか ηます"

本日誌 li接関1同業主著望設震直思

休日には、詩綴・ 1木悶妥当番径

がわかります。 (24島幸凋可総)
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